他人に はない ことか 知らん。 —— 私に は、 あんまり 其 

があって、 ぁリ 過ぎて 困った 癖 だと、 始中終 それ を 気 

にして 来た。 聞いて は 見ぬ が、 大勢の 中には、 きっと 

同じ 習慣 を 持って 居ながら、 よくく の 場合の 外、 其 

に 出く はさず じ まひになる 人が、 可な りの 人数 は ある 

はず だと 思 ふ。 

歩き 睡 りと 言 ふ、 あれで ある。 気をつけて 居る と、 大 

通りな どで も、 どうかす ると、 ずっと 道ば たに 寄って 

こくり/ \ と 頭 を ふらつ かし 乍ら 行く 子どもな ど を 見 

かけぬ 訣 でもない。 

実は 大分 久しく、 その 習慣に 遠の いて 居た 私 だが、 を 



たり、 煮物の 出来 を 期待しながら、 自分が 焚き 立てる 

湯気に むれて ゐ るの など は、 ずっと 楽しい もので あつ 

た。 併し 其 も、 言 はず 語らず からだに 積って 来る 困憊 

の 種の、 重要な もので はあった らしい。 

ある 冬の 晚、 寂しい 宴会から 更けて 戻って 来た。 電車 

駅から 出た 舗装道路の 上で、 膝が がっくりと 来た。 又 

幾 秒 かおいて、 がく/ \ とする。 せずに 居ようと 思へ 

ヒカヾ ミ 

ば、 出来さうな 膝と 膶 の 変な 運動であった。 謂 は > 

その 膝と 膶 とが、 一 つの 頭の ま はりであって、 其から 

下の 脛 や 足 頸が、 胴体 や 脚で、 V も ある やうに、 其処 だ 

キズヰ 

けが、 気随に はたらいて 居る ので ある。 其が つくり 来 



此も 癖で、 降っても照っても 持って 歩いて ゐる 蝙蝠傘 

を、 此 時ば かリ杖 にして 歩いて 居た 私 は、 靄 を 塞きと 

め 侏儒 を 拒みつ V けながら、 ふっと 立ち どまって 見た。 

さう すると さっと 靄が きれた。 侏儒 も 何処かへ 逃げ こ 

んだ らしい、 さは やかな 瞬間 を 感じた。 

道 はたる ぃ阪 道に なって、 近年 亡くなった 老 功臣の 家 

の 塀に 添うて 登って 行く。 何とい ふ 情ない 幻影 か、 其 

人の 長過ぎた 面長の 顔が、 脚の 侏儒の 頭部に かぶ さつ 

て、 私の 下体から、 湧き出る やうに 無数の 蠕く ものに 

なって、 実にうよ くと して 出て 来たので ある。 

此時、 何の 理由 もな しに、 泉 鏡 花さん と、 稲生 武大夫 
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